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　昨年７月の豪雨災害で被害のあった千曲川流域の
復旧工事が、河川管理者である国・県によって現在
実施されています。
　実施されているのは、
国関係では常盤小沼堤
防、木島坂井堤防など
10 か所で護岸や漏水対
応のための工事が、ま
た県関係では岡山西大
滝など３か所で護岸工
事が実施されています。
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いいやま【雪ん子】応援プロジェクト
＜目的、概要＞
　雪国いいやまの「雪ん子」を応援し、子育
て世代の支援による定住・移住、そして飯山
で育ち飯山を支える未来の飯山人の応援を
するものです。
＜具体的な成果目標＞
　現在、人口２万 5000 人に対し毎年の出
生数が 200 人前後ですが、今後も200 人
を維持し、更に増加を目指します。
＜プロジェクトを構成する具体的な事業＞
・子育て応援事業　　　1億 9,340 万円
　　　　　　　　　（19 年度 2,420 万円）

・乳幼児医療給付事業　1億 3,800 万円
　　　　　　　　　（19 年度 2,300 万円）

・子育て支援事業　　　　　1,500 万円
　　　　　　　　　（19 年度　930 万円）

いいやま住んでみませんか！プロジェクト
＜目的、概要＞
　飯山の自然、文化、歴史に恵まれた環境を
活かし、「いいやま住んでみません課」が中心と
なり、移住･定住策を積極的に進め地域経済
および地域活性化を図るものです。
＜具体的な成果目標＞
　飯山市自立計画の柱「人口2 万 5000 人
の維持とさらなる増加」のとおり、25000 人の
維持を目指します。
＜プロジェクトを構成する具体的な事業＞
・移住、定住推進事業　　　　4,700 万円
　　　　　　　　　　（19年度1,050万円）

・移住、定住支援住宅促進事業　　1億 2,000 万円
　　　　　　　　　 （19 年度 2,450 万円）

・ふるさと回帰支援事業  　　　1,500 万円
　　　　　　　　　　 （19 年度 380 万円）

３世代同居家族感謝事業

「３世代同居家族」に感謝し
温泉入浴券を配布します

　少子高齢化の進行とともに、各世帯の
人員の減少も顕著となっており、更なる
少子化の進行や、子供・若者･高齢者の
孤独化が懸念されています。
　こうした状況の中、子育て・家計支出・高
齢者介護等を家族で助け合いながら生活
する３世代同居家族には、まさに自助と
共助を家庭で実践することにより、地域
社会に大きく貢献していただいています。
　市では３世代同居家族に感謝を申し上

げ、理想的な家族像とし
て、広く市民の皆さんに
ご理解いただくため「３
世代同居家族感謝事業」
を実施します。

■対象
平成 19 年４月１日現在で、18 歳以下
の方が１人以上いて、３世代以上が同
居している世帯。（実態は同居であって
も世帯分離している場合は該当となり
ません。）
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■内容
ご家族揃って入浴をし、日ごろの疲れ
を癒していただくため、市内の温泉施
設の入浴券 2400 円分を配布します。
※対象となる世帯には、６月下旬に市から
入浴券を送付させていただきます。.

■補助券の使用期間
平成 19 年７月１日～ 20 年 1月31日

各地区の課題・意見をお聞かせください
「悠久のふるさと 飯山市懇談会」

　市民の皆さんとともに知恵と力を出し合う「協
働するまちづくり」を進め、飯山市を一層活性化
し素晴らしいふるさとにしていくために「悠久のふ
るさと 飯山市懇談会」を各地区で開催します。
　懇談会は「これからの飯山市」として石田市長
が市民の皆さんへ語るとともに、「地区の課題・意
見」として意見交換を行います。
　当日は市長をはじめ理事者、部長が参加します。
ぜひご参加ください。
■懇談会の内容
・これからの飯山市（飯山市長）
・各地区の課題 ･ 意見
■各地区の日程
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△各水防工法訓練は飯山建設事務所職員が
指導。参加者は真剣に訓練に取り組んだ。

昨年被害のあった堤防等
13か所で復旧工事を実施中です

㊤釜段工法訓練。昨年の災害時
対応状況をふまえ、今年度新た
に実施。

㊨市内でも設置施設が増えてい
るＡＥＤ（自動体外式除細動器）
による心肺蘇生法訓練。

㊨
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十
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に
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し
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練
。

△昨年の豪雨災害では、数カ所
で堤防が漏水。月の輪工法等で
対応した。（写真は常盤小沼堤防）

地　区 日　時
飯山 　8 月   6 日（月）　午後 7 時～
秋津 　7 月10 日（火）　午後 7 時～
木島 　8 月 20 日（月）　午後 7 時～
瑞穂 　7 月31日（火）　午後 7 時～
柳原 　8 月  8 日（水）　午後 7 時～
富倉 　8 月 22 日（水）　午後 2 時～
外様 　8 月 24 日（金）　午後 7 時～
常盤 　6 月26 日（火）　午後 7 時～
太田 　7 月   6 日（金）　午後 7 時～
岡山 　7 月11日（水）　　（予定）

会場：各地区活性化センター
　（飯山地区は飯山市公民館）
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す
。

■お問い合わせ
市役所企画財政課企画調整係
　☎ 62 － 3111　内線 391


